
下北山村トレイルランニング
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赤ちゃん誕生祝い金を交付しました
きなりの郷とは…純粋、素朴、まざりけのないと言った意味で、「本物の暮らしのある村」という願いを込めた言葉です。
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トレイルランナーズカップ下北山村2023開催!!
　11月26日（日）、池の平公園にてトレイルランナーズカップ下北山村2023が開催されました。今年で２回目となった本
大会ですが、当日は79名の参加者が集まりました。
　トレイルランニングとは、舗装された道路ではなく、林業や登山道などの自然の中を走るアウトドアスポーツのことです。
下北山村では神秘的な明神池の周りを巡りながら山を越える3kmと10kmコースが準備されました。吉野熊野国立公園内
の自然豊かな山 で々、思い切り体を動かす爽快感を感じていただけたのではないかと思います。
　3歳から70歳代と幅広い年齢層方 に々ご参加いただき、「自然の中はやっぱりリフレッシュできていいですね。気持ちよかっ
たです！」「初めて参加しましたが思ったよりきつかったです！でも面白かった！」というお声もいただけました。
　レースの合間には、プロのトレイルランニング選手による子どもたちへの「走り方教室」も実施し、子どもたちは走り方の
基本を学んでいました。
そしてレース後の表彰式では上位の選手にトレイルランニングのグッズと、村の特産品をプレゼントしました。参加された方々
には本大会をきっかけにさらに村の魅力を感じていただけたかと思います。
　また、当日は早朝から会場設営や受付準備、コース誘導など終始大会を支えていただきましたボランティアの皆様及び
関係者の皆様のおかげで無事に大会を終えることができました。ご協力ありがとうございました。

広報誌に掲載しきれない写真や情報などをインターネットで発信していますので、ぜひご覧ください！

村の情報を発信しています

▲村の暮らしを届ける
ウェブサイト「きなりと」

▲LINE ▲YouTube ▲Facebook ▲Instagram

人の動き

http://www.vill.shimokitayama.nara.jp/
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赤ちゃんの誕生を祝福し、あわせて健やかな成長を願い

「赤ちゃん誕生祝い金」が交付されました。

「いつもニコニコご機嫌さん♪

　お兄ちゃんと一緒に元気に楽しく過ごせますよーに☆」

仲　旺祐 くん（父・怜里さん　母・奈央子さん）
（令和５年６月９日生まれ）

すけおう



　村民の皆様には、2024年の新春を健やかにお迎えのことと心からお慶び申し上げます。
昨年は、奈良県の知事が16年ぶりに代わり大阪以外ではじめての維新公認の知事が誕生しました。
維新の知事になると南部は切り落とされ、道路整備も遅れるのでないかと心配しておりましたが、
新しく知事になられた山下知事は、南部は大事であり、道路整備も必要であると言ってくれている
ので安心しているところです。
　さて、昨年暮れには、国道169号前鬼・上池原間において、大規模な土砂崩落事故が発生し
ました。被災された皆さまに心よりお見舞い申し上げます。
　国道169号前鬼・上池原間については、かねてより早期の改良を要望していたところですが、
令和６年度に事業化を予定してくれています。県では、前鬼から民宿もりなか付近まで、トンネル
で整備する計画を立ててくれています。これが実現すると現道の約４kmの急カーブが続く線形不良
区間が約３kmの真っ直ぐなトンネルで整備され、走行性も良くなるとともに土砂災害もなくなり、この
区間は安全安心な道路として整備されることになります。
　そして、庁舎の旧下北山小学校への改修移転ですが、昨年12月には、足場が外され新しい庁
舎の外観が姿を見せました。内装工事も着 と々進み、令和５年度中には建物の改修が終わる予定
です。その後、机や椅子等の備品、各種情報システム機器等の搬入や駐車場の整備、付帯工事、
合わせて体育館のバリアフリー化や多目的トイレの設置等の大規模改修を終え、令和７年４月まで
に新しい庁舎での業務ができないかと思っています。また、老朽化した診療所の再整備につきまし
ては、移転新築として計画し、新庁舎との同時オープンを考えていましたが、補助金交付決定の
時期の関係で入札が遅くなり、工事着工が遅れるため、令和６年度内の竣工は難しいとの報告を
受けています。
　次に、下北山スポーツ公園内に道の駅を整備する計画ですが、現在ＪＡならけんとＪＡショップ
跡地についての用地を交渉中です。新年度（令和６年度）に計画を策定し、令和７年度内のオー
プンを目指して事業を進めていきたいと考えています。
　下北山村が、将来的に向けて持続可能な村となっていくような村づくりを今年も進めていきたいと
考えています。皆さまのご理解ご協力をよろしくお願いします。
　結びに2024年が村民の皆さまにとりまして輝かしい年となりますことをご祈念申し上げ新年の挨
拶とさせていただきます。

下北山村

村長　南 　 正 文

新年のご挨拶

　村民の皆様には希望に満ちた輝かしい新年を迎えられたことと、心からお慶び申し上げます。
年頭にあたりまして、下北山村議会を代表いたしまして謹んで新春のご挨拶を申し上げます。
　下北山村議会におきましては、昨年の４月の選挙を経て新たに６名の議員が選任されました。
今回から定数を２名減らしておりますが、このことによって村民の皆様の声が村政へ反映される機
会が減ることのないよう、議会が担う役割を果たし、より開かれた議会をめざして日々の議会活動
に専心してまいります。
　さて、昨年を振り返りますと、５月には新型コロナウイルスの感染症法の位置付けが５類へと移行
し、国内の社会活動が盛んに営まれはじめました。
　本村でもこれまで自粛や制限を行ってきた各地区の行事や活動、保育所・小中学校合同の運
動会の一般観覧、子どもたちの海外短期語学留学や、村の代表的なイベント夏祭りの４年ぶりの
開催で花火の打上も行われ、華やかさ豪快さにコロナ禍以前の賑わいが戻り、人の交流の温か
さに喜びを感じることができました。
　そして温暖化により災害級の猛暑の夏であったものの、幸い本村地域においては大きな台風など
風水害が無かったことに安堵した年でありました。
　一方大変残念ではありますが、ウクライナや中東を始め世界では、尊い人命が喪われる紛争や
戦争のニュースが絶えず、世界的な物流の混乱や加速する円安などにより、原油や原材料、食料
価格高騰が一昨年から続くなど、村民生活に大きな影響を及ぼした年でもありました。いずれの
地域でもいち早く平和が訪れることを願わずにはおれません。
　新年、国内においては新紙幣の発行が予定されています。一万、五千、千円札と、日本経済の父、
渋沢栄一、女子高等教育の先駆者、津田梅子、近代日本医学の父、感染症学の北里柴三郎と、
これら時代に功績を刻まれた偉人、先人の知恵が今まさに必要になっているように思われます。
　本村においては昨年に引き続き役場庁舎や診療所をはじめ公共施設の再整備が進められます。
少子高齢化、人口減少、物価高と厳しい時代ではありますが、本村議会と致しましても村民の皆
様が心豊かに暮らせる持続可能な生活の支援と振興に向け、行政と今まで以上に真摯に議論を尽
くし、村議会としての役割を果たしてまいります。村民の皆様には引き続き議会に対しまして、ご支
援とご協力をお願い申し上げます。
　結びにあたり、下北山村にとりまして新しい年が、夢と希望に満ちたすばらしい年になりますよう
心よりご祈念申し上げ、新年のご挨拶とさせていただきます。

下北山村

議会議長　栗 本 武 平

新年のご挨拶
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　新年あけましておめでとうございます。

　村民の皆様におかれましては健やかに新春をお迎えのこととお慶び申し上げます。

　平素より、消防団活動に多大なご理解ご支援を賜り厚くお礼申し上げます。

　このたび、栗本武平前団長の勇退に伴い令和５年６月１日付けで下北山村消防団長を任命され

就任しました。大変身の引き締まる思いに重責を感じております。微力ではございますが誠心誠意

大任を果たすべく努力してまいります。前団長同様のご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げ

ます。

　昨年は、ロシアによるウクライナ侵攻から始まった世界情勢の不安が続く中、アフリカや中東で

の武力衝突により不安に駆られる一年であった半面、令和２年から猛威を振るった新型コロナウイ

ルス感染症は、昨年５月に５類感染症クラスに引き下げられ、ようやく終息が見えてきたのではな

いかと思われます。

　さて、村内において昨年も気象災害や火災による被害はありませんでしたが、お盆時期に台風

第７号が直撃し１日に４００ミリの雨を観測しましたが、幸いにも被害はありませんでした。しかし、

日本各地で自然災害が容赦なく猛威を振るい、特に６月初旬に本州に停滞した梅雨前線の台風２

号の影響による大雨被害、９月の台風１３号では関東、東北を中心に多くの死傷者、甚大な家屋

被害を受けました。

　このように、近年の消防を取り巻く環境は大きく変化しており、地域防災の中核ともいうべき消防

団についても、火災のみならず複雑多様化する災害現場に対応するため、期待される役目は日に

日に大きなものとなっています。

　我々消防団は、本年も村民の生命、身体、財産を守るため、日々知識の習得と技術の向上、

火災予防啓発等に励んでまいりますので、どうかよろしくお願いいたします。

　最後に、今年も災害の無い素晴らしい一年になりますことをお祈り申し上げますと共に村民の皆

様の益々のご健勝を心よりご祈念申し上げまして、新年のご挨拶とさせていただきます。

下北山村消防団

団長　 岡 道 則

新年のご挨拶
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火災予防啓発等に励んでまいりますので、どうかよろしくお願いいたします。

　最後に、今年も災害の無い素晴らしい一年になりますことをお祈り申し上げますと共に村民の皆

様の益々のご健勝を心よりご祈念申し上げまして、新年のご挨拶とさせていただきます。

下北山村消防団

団長　 岡 道 則

新年のご挨拶

下
北
山
村
議
会

12
月
定
例
会
を
開
催

令和５年
第４回

　
12
月
村
議
会
定
例
会
が
12
月
８
日
の
１

日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
村
長
の
行
政
報
告
、
４
議
員
の
一
般
質

問
に
続
き
、
任
期
満
了
に
伴
う
選
挙
管
理

委
員
会
委
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
議
長
に
よ

る
指
名
推
選
が
あ
り
４
名
の
委
員
が
当
選

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
選
挙
管
理
委
員
会
補

充
員
の
選
挙
も
行
わ
れ
、
同
様
議
長
に
よ

る
指
名
推
選
が
あ
り
４
名
の
補
充
員
が
当

選
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
議
案
の
審
議

で
は
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
議
案
が

１
件
、
条
例
の
制
定
が
１
件
、
条
例
の
改

正
が
10
件
、
予
算
関
連
で
令
和
５
年
度
一

般
会
計
及
び
特
別
会
計
補
正
予
算
の
３
議

案
、
合
計
15
議
案
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
議
の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
が
承
認

及
び
原
案
ど
お
り
可
決
決
定
さ
れ
ま
し

た
。

　
選
挙
結
果
と
主
な
議
案
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

★
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
の
当
選
者
は
次

の
方
々
で
す
。

委
員

　
下
村

　
勇
（
池
峰
）

委
員

　
田
中
英
子
（
浦
向
）

委
員

　
福
岡

　
修
（
下
池
原
）

委
員

　
福
山
明
広
（
佐
田
）

★
選
挙
管
理
委
員
会
補
充
員
の
当
選
者
は

次
の
方
々
で
す
。

補
充
員
順
位
１
　
東
田
勝
一
（
上
池
原
）

補
充
員
順
位
２
　
西
岡
忠
男
（
浦
向
）

補
充
員
順
位
３
　
山
本
典
子
（
池
峰
）

補
充
員
順
位
４
　
大
崎
美
和
（
下
桑
原
）

★
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

※
説
明
：
専
決
処
分
と
は
、
地
方
自
治
法

に
基
づ
き
、
本
来
議
会
の
議
決
が
必
要

な
事
項
に
つ
い
て
、
議
決
を
せ
ず
に
村

長
自
ら
が
決
め
る
こ
と
。
緊
急
で
、
議

会
を
招
集
す
る
時
間
が
な
い
場
合
な
ど

に
限
っ
た
補
充
的
手
段
。

☆
令
和
５
年
度
下
北
山
村
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
６
号
）

　
３
９
４
万
円
を
追
加
し
、総
額
２
８
３
，

１
９
０
万
円
と
し
ま
し
た
。

　
主
な
補
正
内
容
は
、
個
人
住
民
税
シ
ス

テ
ム
改
修
委
託
料
１
６
５
万
円
、
及
び
林

道
災
害
復
旧
事
業
に
か
か
る
委
託
料
２
２

９
万
円
の
増
額
で
す
。

★
給
与
・
報
酬
に
関
す
る
条
例
改
正

　
令
和
５
年
人
事
院
勧
告
（
※
）
に
よ
り

国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
と
同
様
に
改
正

を
行
う
も
の
で
す
。

☆
下
北
山
村
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

☆
下
北
山
村
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も

の
の
給
与
お
よ
び
旅
費
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

☆
教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の

勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

☆
下
北
山
村
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

☆
下
北
山
村
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

（
※
）
人
事
院
勧
告
と
は
国
会
・
内
閣
等

に
対
し
、
国
家
公
務
員
の
給
料
や
労
働
条

件
の
改
善
を
勧
告
す
る
こ
と
を
指
し
ま

す
。

★
督
促
手
数
料
廃
止
に
伴
う
関
係
条
例
の

整
備
に
関
す
る
条
例

　
村
税
、
介
護
保
険
料
及
び
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
の
納
付
方
法
の
多
様
化
（
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
納
付
等
）
に
よ
り

督
促
状
の
送
付
期
限
に
間
に
合
わ
ず
、
不

要
な
送
付
が
必
要
に
な
る
事
案
が
発
生

し
、
不
要
な
費
用
の
支
出
を
削
減
す
る
た

め
督
促
手
数
料
を
廃
止
す
る
関
係
条
例
を

制
定
す
る
も
の
で
す
。

★
下
北
山
村
空
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す

る
条
例
の
全
部
を
改
正
す
る
条
例

　
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措

置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
公
布
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
空
家
等
の
所
有
者
等

の
責
務
の
強
化
、
空
家
等
の
活
用
、
管
理

の
確
保
な
ど
に
係
る
条
例
内
容
の
改
正
を

行
う
も
の
で
す
。

★
下
北
山
村
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
特
定
保
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域

型
保
育
事
業
の
運
営
基
準
を
定
め
る
際
の

従
う
べ
き
基
準
・
参
酌
す
べ
き
基
準
を
定

め
る
内
閣
府
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
条
例

の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

★
下
北
山
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
国
民
健
康
保
険
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
い
、
令
和
６
年
１
月
か

ら
出
産
被
保
険
者
に
係
る
産
前
産
後
期
間

の
所
得
割
保
険
税
及
び
被
保
険
者
均
等
割

保
険
税
の
軽
減
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
た
め

条
例
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

★
下
北
山
村
特
別
会
計
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
令
和
６
年
４
月
１
日
よ
り
簡
易
水
道
特

別
会
計
が
地
方
公
営
企
業
法
を
適
用
す
る

こ
と
に
伴
い
、
下
北
山
村
特
別
会
計
条
例

か
ら
簡
易
水
道
特
別
会
計
を
削
除
す
る
必

要
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

★
下
北
山
村
簡
易
水
道
事
業
の
設
置
等
に

関
す
る
条
例
の
制
定

　
簡
易
水
道
特
別
会
計
が
地
方
公
営
企
業

法
を
適
用
す
る
こ
と
に
伴
い
、
現
行
条
例
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を
廃
止
し
、
地
方
公
営
企
業
法
が
適
用
さ

れ
る
新
規
条
例
を
制
定
す
る
必
要
が
生
じ

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

★
令
和
５
年
度
下
北
山
村
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
７
号
）

　
２
，
７
６
０
万
円
が
追
加
補
正
さ
れ
、

総
額
２
８
５
，９
５
０
万
円
と
し
ま
し
た
。

　
主
な
歳
出
の
補
正
内
容
は
増
額
予
算

が
、
屋
内
運
動
場
（
旧
小
学
校
体
育
館
）

改
修
事
業
実
施
設
計
業
務
委
託
料
１
，
２

９
８
万
円
、
個
人
住
民
税
シ
ス
テ
ム
改
修

委
託
料
１
６
８
万
円
、
住
民
基
本
台
帳
シ

ス
テ
ム
・
戸
籍
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料
６

０
０
万
円
、
介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

１
６
０
万
円
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
事
業
費
１
３
１
万
円
の
他
、

人
事
院
勧
告
に
よ
る
職
員
及
び
任
用
職
員

給
与
費
の
増
額
。
減
額
予
算
が
南
和
広
域

医
療
企
業
団
事
業
費
負
担
金
20
万
円
、
診

療
所
特
別
会
計
繰
出
金
（
歯
科
診
療
を
含

む
）
４
９
７
万
円
、林
道
管
理
費
（
工
事
）

１
０
０
万
円
、
道
路
橋
梁
新
設
改
良
費
委

託
料
１
７
０
万
円
・
同
工
事
請
負
費
４
３

０
万
円
の
減
等
で
す
。

★
令
和
５
年
度
下
北
山
村
国
民
健
康
保
険

診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　
１
０
２
万
円
が
追
加
補
正
さ
れ
、
総
額

１
２
，
８
３
５
万
円
と
し
ま
し
た
。
主
な

歳
入
の
内
容
は
前
年
度
繰
越
金
で
、
主
な

歳
出
の
内
容
は
、
基
金
積
立
金
１
０
０
万

円
等
で
す
。

★
令
和
５
年
度
下
北
山
村
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
２
４
８
万
円
が
追
加
補
正
さ
れ
総
額
２

３
，
３
８
３
万
円
と
し
ま
し
た
。
主
な
歳

出
の
内
容
は
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

60
万
円
の
減
額
と
、
介
護
保
険
シ
ス
テ
ム

委
託
料
２
４
８
万
円
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
給
付
費
・
介
護
住
宅
改
修
費
60
万
円
の

増
額
に
伴
う
も
の
で
す
。

●
そ
の
他
報
告
関
係
事
項

▽
技
能
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則

▽
下
北
山
村
空
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す

る
条
例
施
行
規
則
の
全
部
を
改
正
す
る

規
則

▽
下
北
山
村
農
業
委
員
会
会
議
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則

▽
下
北
山
村
立
学
校
の
管
理
運
営
に
関
す

る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

▽
下
北
山
村
簡
易
水
道
事
業
の
財
務
に
関

す
る
特
例
を
定
め
る
規
則
の
制
定

《
一
般
質
問
は
、
次
号
に
掲
載
し
ま
す
。》

道
路
整
備
に
係
る
部
長
会
議

　
11
月
１
日
（
水
）
下
北
山
ス
ポ
ー
ツ
公

園
若
者
セ
ン
タ
ー
に
お
き
ま
し
て
、
令
和

５
年
度
三
県
の
道
路
整
備
に
係
る
部
長
会

議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
会
議
に
は
近
畿
地
方
整
備
局
水
野

道
路
部
長
、
中
部
地
方
整
備
局
望
月
道
路

部
長
を
始
め
、
奈
良
・
三
重
・
和
歌
山
の

三
県
の
道
路
担
当
部
長
、
道
路
整
備
担
当

課
長
ほ
か
県
の
関
係
者
約
20
名
が
参
加

し
、
三
県
の
国
道
及
び
県
道
の
道
路
整
備

状
況
を
始
め
様
々
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。

　
会
議
終
了
後
の
意
見
交
換
会
に
は
南
村

長
も
出
席
し
、
南
村
長
か
ら
、「
急
カ
ー

ブ
が
連
続
し
土
砂
崩
れ
等
も
頻
繁
に
発
生

し
、
雨
量
規
制
に
よ
る
通
行
止
め
が
度
々

行
わ
れ
る
国
道
１
６
９
号
、
特
に
前
鬼
か

ら
上
池
原
音
枝
坂
間
の
道
路
の
改
良
」
を

参
加
者
の
皆
さ
ん
に
対
し
、
改
め
て
要
望

し
ま
し
た
。

　
奈
良
県
県
土
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
部
清
水
部

長
か
ら
は
「
ネ
ッ
ト
で
調
べ
る
と
、
三
県

の
各
県
庁
か
ら
下
北
山
村
ま
で
は
奈
良
県

三
県
（
奈
良
・
和
歌
山
・
三
重
）

の
道
路
整
備
・
紀
伊
半
島
南
部
地

域
振
興
に
つ
い
て
の
会
議
及
び
意

見
交
換
会
が
下
北
山
村
で
開
催
さ

れ
ま
し
た

庁
が
一
番
移
動
距
離
は
短
い
で
す
が
、
三

重
県
庁
（
津
市
）
か
ら
下
北
山
村
ま
で
車

で
の
移
動
時
間
が
一
番
早
か
っ
た
。
や
は

り
奈
良
県
の
道
路
整
備
が
改
め
て
重
要
」

と
仰
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
も
村
で
は
国
・
県
に
対
し
道

路
整
備
の
要
望
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
今

後
も
引
き
続
き
道
路
整
備
を
国
・
県
に
対

し
訴
え
て
い
き
ま
す
。

紀
伊
半
島
南
部
地
域
振
興
会
議

　
11
月
６
日
（
月
）・
７
日
（
火
）
に
、

奈
良
県
南
部
東
部
振
興
監
を
始
め
、
和
歌

山
県
東
牟
婁
振
興
局
長
、
三
重
県
紀
南
地

域
活
性
化
局
長
と
そ
の
関
係
職
員
21
名
が

下
北
山
村
に
来
村
し
、
紀
伊
半
島
南
部
地

域
振
興
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。
意
見
交
換
に
は
、
下
北
山
村
長
と
移

住
・
関
係
人
口
担
当
職
員
も
参
加
し
、
村

長
か
ら
は
、
村
の
取
り
組
み
を
紹
介
、
そ

の
後
活
発
な
意
見
交
換
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
歴
史
民
俗
資
料
館
、
下
北
山
ス

ポ
ー
ツ
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
、
コ
ワ
ー
キ
ン

グ
ス
ペ
ー
ス
Ｂ
Ｉ
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
、
つ
ち
の
こ

パ
ー
ク
な
ど
を
視
察
さ
れ
担
当
者
に
よ
る

説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
三
県
の
各
部
署
は
下
北
山
村
に
と
っ
て

も
、
経
済
圏
で
関
係
性
の
深
い
部
署
で
あ

り
、
今
後
も
連
携
し
た
紀
伊
半
島
南
部
地

域
の
活
性
化
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
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　長
年
に
わ
た
っ
て
各
種
選
挙
の
管
理

執
行
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
、
下
北
山

村
選
挙
管
理
委
員
会
の
田
中
英
子
委
員

と
福
岡
修
委
員
が
、
奈
良
県
町
村
選
挙

管
理
委
員
会
連
合
会
よ
り
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　12
月
１
日
（
金
）
に
表
彰
状
の
伝
達

式
が
行
わ
れ
、
下
村
勇
委
員
長
よ
り
表

彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　今
後
も
、
各
種
選
挙
の
厳
格
な
管
理

執
行
と
、
公
正
か
つ
適
正
な
選
挙
啓
発

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　12
月
１
日
（
金
）、
下
北
山
ス
ポ
ー

ツ
公
園
若
者
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
令

和
５
年
度
農
産
物
品
評
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　今
回
の
出
品
数
は
、
根
菜
類
、
イ
モ

類
、
葉
菜
類
、
果
実
類
、
き
の
こ
類
等

90
点
で
、
昨
年
と
ほ
ぼ
同
数
と
な
り
ま

し
た
が
、
出
品
者
数
は
昨
年
よ
り
２
名

減
少
し
て
28
名
と
な
り
ま
し
た
。

　さ
て
、
本
年
は
、
台
風
に
よ
る
大
き

な
災
害
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
平
年
に

比
べ
降
水
量
が
多
く
、
１
年
を
通
し
て

高
温
が
続
く
等
、
営
農
条
件
と
し
て
は

農
産
物
品
評
会
開
催

厳
し
か
っ
た
と
存
じ
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
中
、
出
品
い
た
だ
い
た
農
産
物
は
非

常
に
品
質
が
良
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
特
に
、
特
賞
の
長
ネ
ギ
は
非
常
に

色
つ
や
が
よ
く
、
真
っ
直
ぐ
で
素
晴
ら

し
い
も
の
で
し
た
。

　審
査
は
南
部
農
林
振
興
事
務
所
に
よ

り
、
外
観
・
色
つ
や
・
揃
い
・
病
害
虫

の
有
無
な
ど
を
重
点
に
慎
重
か
つ
厳
正

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　各
賞
を
受
賞
さ
れ
た
方
々
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

特賞を受賞された寒作育信さん

下
北
山
村

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
表
彰
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松村 清孝 氏

育
児
サ
ーク
ル
を

　
　
　開
催
し
ま
し
た

　12
月
2
日
（
土
）、
下
北
山
ス
ポ
ー

ツ
公
園
若
者
セ
ン
タ
ー
研
修
室
に
お
き

ま
し
て
、
奈
良
市
杉
岡
華
邨
書
道
美
術

館
事
務
長
の
松
村
清
孝
氏
を
講
師
に
迎

え
「
下
北
山
村
が
育
ん
だ
書
の
行
者

　

杉
岡
華
邨
そ
の
生
涯
と
か
な
の
美
」
と

題
し
て
、
教
育
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
今
年
が
杉
岡
先
生
の

生
誕
百
十
周
年
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
企

画
し
た
も
の
で
す
。

　講
演
で
は
、
か
な
書
の
歴
史
や
杉
岡

先
生
の
書
道
と
の
出
会
い
、
か
な
書
の

第
一
人
者
と
な
り
文
化
勲
章
を
受
章
す

る
ま
で
の
生
涯
を
振
り
返
り
な
が
ら
、

下
北
山
村
で
の
生
活
が
杉
岡
先
生
の
創

作
活
動
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
も
お

話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　ま
た
、
講
演
会
当
日
に
会
場
に
展
示

し
て
お
り
ま
し
た
紹
介
パ
ネ
ル
を
、
今

後
、
き
な
り
館
横
の
杉
岡
華
邨
記
念
館

に
順
次
展
示
い
た
し
ま
す
の
で
、
村
民

の
皆
様
も
是
非
ご
来
館
い
た
だ
き
、
改

め
て
杉
岡
先
生
の
功
績
に
触
れ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　12
月
19
日
（
火
）、
保
育
所
で
ひ
と

足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。　子

ど
も
た
ち
は
サ
ン
タ
さ
ん
の
登
場

に
大
喜
び
し
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
手
渡
さ

れ
る
と
「
あ
り
が
と
う
」
と
笑
顔
で
受

け
取
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ひ
ま
わ

り
会
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
先
生
か
ら

手
渡
さ
れ
、
先
生
や
お
父
さ
ん
、
お
母

さ
ん
の
言
う
こ
と
を
聞
き
、
こ
れ
か
ら

も
い
い
子
で
い
る
こ
と
を
約
束
し
ま
し

た
。

　12
月
13
日
（
水
）
に
育
児
サ
ー
ク
ル

で
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
開
催
し
、
管
理
栄

養
士
の
指
導
の
も
と
ク
リ
ス
マ
ス
に

ぴ
っ
た
り
な
料
理
を
作
り
ま
し
た
。

ケ
ー
キ
作
り
で
は
、
思
い
思
い
の
デ
コ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
、
素
敵
な
ケ
ー
キ
が

で
き
ま
し
た
。

　途
中
、
サ
ン
タ
さ
ん
も
登
場
し
、
い

い
子
に
し
て
い
た
子
ど
も
た
ち
一
人
一

人
に
素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

杉
岡
華
邨
生
誕
百
十
周
年
記
念

令
和
５
年
度
教
育
講
演
会

保
育
所
ク
リ
ス
マ
ス
会

　11
月
25
日
（
土
）、
下
北
山
小
中
学

校
体
育
館
に
て
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

会
主
催
に
よ
る
今
年
度
3
回
目
の
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト「
ド
ッ
チ
ビ
ー
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　ド
ッ
チ
ビ
ー
と
は
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
の

ル
ー
ル
を
そ
の
ま
ま
に
ソ
フ
ト
デ
ィ
ス

ク
で
行
う
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
1
試
合
7

分
間
の
2
セ
ッ
ト
先
取
の
4
チ
ー
ム
合

計
42
名
に
よ
る
、リ
ー
グ
戦
が
行
わ
れ
、

大
人
も
子
ど
も
関
係
な
く
熱
い
戦
い
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　今
後
も
小
学
生
や
保
護
者
、
ム
ラ
カ

ラ
の
方
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
年
代
方
々
が

参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

優

　勝

　チ
ー
ム
ム
ラ
カ
ラ

準
優
勝

　チ
ー
ム
も
ち
お
Ｖ
Ｏ
Ｌ
2

３

　位

　チ
ー
ム
保
護
者

４

　位

　チ
ー
ム
も
ち
お

　11
月
19
日
に
下
北
山
ス
ポ
ー
ツ
公
園

に
て
、
サ
ッ
カ
ー
教
室
を
開
催
し
ま
し

た
。
現
在
Ｊ
３
奈
良
ク
ラ
ブ
の
鈴
木
大

誠
選
手
と
奈
良
ク
ラ
ブ
サ
ッ
カ
ー
ス

ク
ー
ル
の
上
田
コ
ー
チ
が
指
導
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　今
回
が
年
度
内
最
後
の
サ
ッ
カ
ー
教

室
と
な
り
、
下
北
山

村
の
子
ど
も
た
ち
と

保
護
者
が
参
加
し
、

元
気
い
っ
ぱ
い
に
プ

レ
ー
を
し
て
い
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
も

定
期
的
に
練
習
を
重

ね
、
少
し
ず
つ
上
達

し
て
い
ま
す
。

※
下
北
山
村
と
奈
良

ク
ラ
ブ
は
青
少
年

の
健
全
育
成
や
地

域
の
活
性
化
な
ど

を
目
的
に
、
連
携

協
定
に
関
す
る
包

括
協
定
を
結
ん
で

い
ま
す
。

ド
ッ
チ
ビ
ー
大
会
開
催

奈
良
ク
ラ
ブ
親
子
サ
ッ
カ
ー
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
！

チームもちおVOL２

チーム保護者

チームムラカラ

チームもちお
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　新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年

も
み
な
さ
ま
が
健
康
に
一
年
を
過
ご
せ
ま
す
よ
う
、
保

健
福
祉
課
一
同
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　１
月
24
日
（
水
）
に
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
「
椅
子

ヨ
ガ
＆
音
楽
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
」
は
、
都
合
に
よ
り
延

期
と
な
り
ま
し
た
。
日
程
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

◎
新
型
コ
ロ
ナ
の
予
防
接
種
に
つ
い
て

　令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で
、
全
国
的
に
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
無
料
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　昨
年
11
月
と
12
月
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
た
新

型
コ
ロ
ナ
の
予
防
接
種
を
受
け
て
い
な
い
方
で
、
接
種

を
希
望
さ
れ
る
方
は
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　保
健
セ
ン
タ
ー

　☎
６―

０
０
１
５

保
健
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

　令
和
５
年
度
ク
ラ
ブ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

決
勝
戦
が
10
月
15
日
（
日
）
秋
晴
の
ゴ

ル
フ
日
和
の
中
、
池
の
平
ゴ
ル
フ
場
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　10
月
開
催
と
な
っ
た
２
年
目
の
大

会
、
前
半
戦
は
各
選
手
慎
重
な
ス
タ
ー

ト
で
、
奥
さ
ん
が
70
打
の
ト
ッ
プ
で
折

り
返
し
、
続
い
て
１
打
差
の
71
打
で
伊

庭
さ
ん
、
森
岡
さ
ん
二
人
が
折
り
返
し

後
半
へ
。

　午
後
か
ら
は

伊
庭
康
仁
さ
ん

が
日
頃
か
ら
の

練
習
の
成
果
を

発
揮
し
初
優
勝

を

飾

り

ま

し

た
。　上

位
の
成
績

は
表
の
と
お
り

で
す
。

順位

優　勝

準優勝

３位

４位

５位

６位

氏　名

伊庭康仁

奥　敦司

田本寿郎

岡道則

和田晃裕

森岡和久

1回目

35

34

40

39

40

36

2回目

36

36

34

34

36

35

3回目

32

36

36

37

37

42

合計

103

106

110

110

113

113

令和５年度
ＫＧＣクラブ選手権決勝大会
伊庭康仁さんが初優勝！

伊庭康仁さん（右）
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し
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す
。
今
年
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さ
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が
健
康
に
一
年
を
過
ご
せ
ま
す
よ
う
、
保

健
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一
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て
お
り
ま
す
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月
24
日
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）
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し
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室
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よ
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な
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ま
し
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日
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し
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種
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。
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。
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５
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が
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返
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日
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の
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成
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八塚　夢菜
［勤務地］BIYORI

やつづか ゆめな

太田　萌絵
［勤務地］つちのこパーク

おおた もえ

大塚　達也
［勤務地］つちのこパーク

おおつか たつや

資料館だより  ―奈良女子大学との共同研究のご報告―

連載企画　第３回　奈良女子大学3回生　毛利　実咲希

　昨年11月から地域おこし協力隊としてBIYORIに着任いたしました、八塚夢菜と
申します。年齢は21歳になります。奈良県橿原市出身です。
　下北山村には去年からバス釣りをしに週末訪れていました。釣りがきっかけで
村の自然の魅力に惹かれ移住を決意しました。
　今後は下北山村について勉強し、特産品や村の魅力をたくさんの人に届ける
ことができるよう活動したいと思います。
　どうぞよろしくお願いいたします。

　昨年11月13日より、つちのこパークに赴任いたしました太田萌絵と申します。
　活動開始から早1ヶ月…『はじめてづくしの毎日にワクワクが止まりません!!』今
後もチャレンジする心を忘れず、何事にも真摯に向き合い活動して参ります。
　これからよろしくお願いいたします。

　初めまして。昨年12月から地域おこし協力隊になりました大塚達也と申します。
　これから下北山村で、一つ一つのことを前向きにチャレンジしていきながら頑
張っていきたいと思っています。
　どうかよろしくお願いいたします。

地域おこし協力隊に新しい仲間が加わりました！

　下北山村の皆様、はじめまして。奈良女子大学文学部3回生の毛利実咲希
と申します。下北山村教育委員会との共同研究に参加しています。9月に下
北山村歴史民俗資料館で史料整理、撮影等を行いました。初めて本物の古文
書に触れ、使用されている紙や書かれた文字に直に歴史を感じました。今後
の共同研究のための土台作りとなる重要な作業に携わることができ、責任と
やりがいを感じています。

　この機会に初めて下北山村を訪れた私ですが、こんなにも魅力にあふれた場所を知らなかったな
んて、と思うほどの感動を味わいました。豊かな自然と、私たちを優しく迎えてくださった村の方々
に出会い、この数日間を普段の慌しさから離れた穏やかな気持ちで過ごすことができました。今ま
で見たこともないような透き通った川の水や、緑に囲まれた空間は写真には収め切れないほど美し
く、下北山村についてのお話に興味が尽きません。調査に関係なくとも訪れたいと思うようになり
ました。
　こうした機会を頂けたことに感謝の気持ちでいっぱいです。ここで繋いだご縁をこの先も大切に
したいです。そして、この共同研究の進展に繋がるよう精一杯頑張りたいと思います。よろしくお
願いします。

　9月に奈良女子大学の先生と学生さんが来村し、歴史民俗資料館所蔵の古文書を整理してください

ました。連載企画として、先生と生徒さんの寄稿文を掲載させていただきます。

協力 支援員隊 のと つぶやきその116 新年の抱負

谷
内
龍
介
（
自
伐
型
林
業
）

　あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
令
和
６
年
は
怪

我
を
し
な
い
、
焦
ら

な
い
こ
と
を
意
識
し
ま
す
。
４
月
か

ら
は
協
力
隊
卒
業
と
な
る
の
で
、
習

得
し
た
技
術
を
活
か
し
て
下
北
山
村

で
林
業
を
続
け
て
い
き
ま
す
！

長
柄
久
光
（
自
伐
型
林
業
）

　新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
昨
年
は
林
業

一
本
全
力
で
取
り
組

ま
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
将
来
必
ず
こ

の
村
の
山
林
整
備
に
貢
献
で
き
る
人

材
に
育
ち
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

金
原
博
之
（
自
伐
型
林
業
）

　昨
年
は
、
新
し
い

人
生
を
歩
い
て
い
る

と
感
じ
た
年
で
し

た
。
こ
こ
で
新
し
く

学
ん
だ
こ
と
を
、
自
分
の
も
の
に
し

て
下
北
山
村
で
暮
ら
し
て
い
く
こ
と

を
考
え
て
い
く
年
に
し
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

松
村
奏
子
（
下
北
山
村
歴
史
民
俗
資
料
館
）

　地
区
に
残
る
祭
礼

な
ど
の
記
録
の
為
、

今
年
も
各
地
区
の
お

祭
り
に
顔
を
出
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
は
じ
め
て
の
方

も
、「
ま
た
現
れ
た
か
」
と
思
う
方
も
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

村
島
み
ど
り
（
Ｂ
Ｉ
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
）

　引
き
続
き
、
事
業

者
さ
ん
と
協
力
し
な

が
ら
下
北
山
村
ふ
る

さ
と
納
税
を
盛
り
上

げ
て
い
き
た
い
で
す
！
一
日
一
日
着

実
に
が
ん
ば
り
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

八
塚
夢
菜
（
Ｂ
Ｉ
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
）

　下
北
山
村
に
来
て

か
ら
日
々
新
し
い
発

見
ば
か
り
で
学
ぶ
こ

と
が
沢
山
あ
り
毎
日

コ
ツ
コ
ツ
勉
強
中
で
す
。

　今
の
私
に
で
き
る
こ
と
を
精
一
杯

頑
張
り
ま
す
！
今
年
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

太
田
萌
絵
（
つ
ち
の
こ
パ
ー
ク
）

　つ
ち
の
こ
隊
員
１
年
生
と
し
て
、

何
事
も
楽
し
み
な
が
ら
大
人
も
子
ど

も
も
ワ
ク
ワ
ク
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を

沢
山
企
画
・
運
営
で

き
た
ら
と
思
い
ま

す
！
今
年
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

大
塚
達
也（
つ
ち
の
こ
パ
ー
ク
）

　２
０
２
３
年
12
月

か
ら
地
域
お
こ
し
協

力
隊
に
な
り
、
こ
れ

か
ら
下
北
山
村
の
こ

と
を
ど
ん
ど
ん
知
っ
て
い
け
る
よ
う

に
幅
広
く
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

石
丸
慎
吾
（
自
伐
型
林
業
）

　新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
下
北
山
村
に

来
て
か
ら
４
年
目
を

迎
え
て
い
ま
す
。
下
北
の
森
林
を
良

い
方
向
に
変
え
て
い
け
る
よ
う
日
々

努
力
を
し
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

工
藤
延
春（
サ
ポ
ー
ト
き
な
り
）

　こ
の
村
に
移
住
し

て
来
て
今
年
で
12

年
。
私
自
身
に
と
っ

て
は
大
き
な
転
機
の

年
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
現
段
階
で
は
詳
し

く
は
お
話
で
き
な
い
の
で
す
が
、
乞

う
ご
期
待
。

牧
　
　
絢
　（
サ
ポ
ー
ト
き
な
り
）

　お
か
げ
様
で
サ

ポ
ー
ト
き
な
り
が
設

立
10
周
年
を
迎
え
ま

す
。
私
も
村
に
来
て

11
年
、
皆
さ
ま
の
温
か
さ
に
癒
さ
れ
、

励
ま
さ
れ
、
楽
し
い
毎
日
で
す
。
少

し
で
も
恩
返
し
が
で
き
る
よ
う
に
今

年
も
頑
張
り
ま
す
。

草
野
み
な
み（
サ
ポ
ー
ト
き
な
り
）

　２
０
２
４
年
は
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
サ
ポ
ー
ト

き
な
り
の
仕
事
も

ち
ゃ
ん
と
し
つ
つ
、

３
人
目
を
授
か
り
た
い
で
す
！
村
民

増
や
す
ぞ
ー
☆

山
﨑
　
章（
サ
ポ
ー
ト
き
な
り
）

　高
所
作
業
車
や

ロ
ー
プ
を
使
っ
て
、

高
い
位
置
か
ら
木
を

安
全
に
伐
採
で
き
る

特
殊
伐
採
の
技
術
を
身
に
つ
け
、
危

険
木
を
解
決
で
き
る
人
材
に
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
し
た
い
で
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

集
落
支
援
員
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書に触れ、使用されている紙や書かれた文字に直に歴史を感じました。今後
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んて、と思うほどの感動を味わいました。豊かな自然と、私たちを優しく迎えてくださった村の方々
に出会い、この数日間を普段の慌しさから離れた穏やかな気持ちで過ごすことができました。今ま
で見たこともないような透き通った川の水や、緑に囲まれた空間は写真には収め切れないほど美し
く、下北山村についてのお話に興味が尽きません。調査に関係なくとも訪れたいと思うようになり
ました。
　こうした機会を頂けたことに感謝の気持ちでいっぱいです。ここで繋いだご縁をこの先も大切に
したいです。そして、この共同研究の進展に繋がるよう精一杯頑張りたいと思います。よろしくお
願いします。

　9月に奈良女子大学の先生と学生さんが来村し、歴史民俗資料館所蔵の古文書を整理してください

ました。連載企画として、先生と生徒さんの寄稿文を掲載させていただきます。
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」
と
思
う
方
も
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

村
島
み
ど
り
（
Ｂ
Ｉ
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
）

　引
き
続
き
、
事
業

者
さ
ん
と
協
力
し
な

が
ら
下
北
山
村
ふ
る

さ
と
納
税
を
盛
り
上

げ
て
い
き
た
い
で
す
！
一
日
一
日
着

実
に
が
ん
ば
り
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

八
塚
夢
菜
（
Ｂ
Ｉ
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
）

　下
北
山
村
に
来
て

か
ら
日
々
新
し
い
発

見
ば
か
り
で
学
ぶ
こ

と
が
沢
山
あ
り
毎
日

コ
ツ
コ
ツ
勉
強
中
で
す
。

　今
の
私
に
で
き
る
こ
と
を
精
一
杯

頑
張
り
ま
す
！
今
年
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

太
田
萌
絵
（
つ
ち
の
こ
パ
ー
ク
）

　つ
ち
の
こ
隊
員
１
年
生
と
し
て
、

何
事
も
楽
し
み
な
が
ら
大
人
も
子
ど

も
も
ワ
ク
ワ
ク
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を

沢
山
企
画
・
運
営
で

き
た
ら
と
思
い
ま

す
！
今
年
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

大
塚
達
也（
つ
ち
の
こ
パ
ー
ク
）

　２
０
２
３
年
12
月

か
ら
地
域
お
こ
し
協

力
隊
に
な
り
、
こ
れ

か
ら
下
北
山
村
の
こ

と
を
ど
ん
ど
ん
知
っ
て
い
け
る
よ
う

に
幅
広
く
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

石
丸
慎
吾
（
自
伐
型
林
業
）

　新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
下
北
山
村
に

来
て
か
ら
４
年
目
を

迎
え
て
い
ま
す
。
下
北
の
森
林
を
良

い
方
向
に
変
え
て
い
け
る
よ
う
日
々

努
力
を
し
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

工
藤
延
春（
サ
ポ
ー
ト
き
な
り
）

　こ
の
村
に
移
住
し

て
来
て
今
年
で
12

年
。
私
自
身
に
と
っ

て
は
大
き
な
転
機
の

年
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
現
段
階
で
は
詳
し

く
は
お
話
で
き
な
い
の
で
す
が
、
乞

う
ご
期
待
。

牧
　
　
絢
　（
サ
ポ
ー
ト
き
な
り
）

　お
か
げ
様
で
サ

ポ
ー
ト
き
な
り
が
設

立
10
周
年
を
迎
え
ま

す
。
私
も
村
に
来
て

11
年
、
皆
さ
ま
の
温
か
さ
に
癒
さ
れ
、

励
ま
さ
れ
、
楽
し
い
毎
日
で
す
。
少

し
で
も
恩
返
し
が
で
き
る
よ
う
に
今

年
も
頑
張
り
ま
す
。

草
野
み
な
み（
サ
ポ
ー
ト
き
な
り
）

　２
０
２
４
年
は
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
サ
ポ
ー
ト

き
な
り
の
仕
事
も

ち
ゃ
ん
と
し
つ
つ
、

３
人
目
を
授
か
り
た
い
で
す
！
村
民

増
や
す
ぞ
ー
☆

山
﨑
　
章（
サ
ポ
ー
ト
き
な
り
）

　高
所
作
業
車
や

ロ
ー
プ
を
使
っ
て
、

高
い
位
置
か
ら
木
を

安
全
に
伐
採
で
き
る

特
殊
伐
採
の
技
術
を
身
に
つ
け
、
危

険
木
を
解
決
で
き
る
人
材
に
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
し
た
い
で
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

集
落
支
援
員
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し
ょ
う

か
き
ぞ

が
つ

せ
ん

へ
いせつ

くだ
れみ

ら
い

み

つ
くな

に

こ
う
ど
う

だ
れ

と
し

か
ん
が

ら
い

く
る

か
い わ そ

う

　ご自身やご家族のために、相続や資産継承に備えた準

備を「どうすればよいのか、どこに相談すればよいのか

分からない」というお声が少なくありません。

　南都銀行では村民の皆さまへのサービスの一環とし

て、無料でお悩みのご相談をお受けします。

　次のような不安や悩みをお持ちの方は、ぜひお気軽に

ご相談ください。

・何から始めていいかわからない

・資産をスムーズに引き継いでもらいたい

・老後の生活に不安を抱えている

・家族に負担を掛けたくない

・相続でもめるのを防ぎたい　など

　お取引の有無に関わらず、どなたでもご利用いただけ

ます。

　無料相談をご希望の方は、WEBまたはお電話にてご

予約をお願いいたします。

〈老後を安心してお過ごしいただくために〉

相続、資産承継などのご相談をお受けします

相談無料

南都銀行　川上支店・北山支店（共同店舗）

☎0746－52－0211（平日9時～17時）

WEB予約はこちらから

毎
年
１
月
10
日
は
「
１
１
０
番
の
日
」

　「
１
１
０
番
」
は
、
事
件
事
故
な
ど
が

現
に
発
生
し
、
巻
き
込
ま
れ
た
・
目
撃
し

た
・
泥
棒
の
被
害
に
あ
っ
た
時
な
ど
の
非

常
時
に
お
け
る
緊
急
通
報
で
す
。

　問
合
せ
・
困
り
ご
と
相
談
・
遺
失
・
捨

得
物
は
各
警
察
署
に
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

・
池
原
駐
在
所

　☎
５
―
２
０
０
３

・
寺
垣
内
駐
在
所

　☎
６
―
０
０
３
１

・
吉
野
警
察
署

　☎
０
７
４
７
―
５
３
―
０
１
１
０

・
ナ
ポ
君
相
談
コ
ー
ナ
ー

　♯
９
１
１
０

路
面
凍
結
に
ご
注
意
を
！

　こ
の
時
期
、
降
雪
や
凍
結
に
よ
り
道
路

が
滑
り
や
す
く
な
っ
て
、
交
通
事
故
が
多

駐在さん通信駐在さん通信

発
し
ま
す
。
天
候
は
急
変
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
の
準
備

や
、
冬
用
タ
イ
ヤ
の
装
着
を
お
願
い
し
ま

す
。

高
齢
者
ク
リ
ス
マ
ス
作
戦
を
実
施

　下
北
山
村
駐
在
所
連
絡
協
議
会
と
交
通

安
全
協
会
下
北
山
分
会
の
各
会
員
が
共
同

し
て
、
村
内
の
80
歳
以
上
の
お
じ
い
ち
ゃ

ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
庭
を
訪
問
し
、

交
通
事
故
や
振
込
め
詐
欺
の
被
害
防
止
に

つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
な
が
ら
ク
リ
ス

マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
配
布
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

駐
在
所
の
ひ
と
り
言

　あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。　年

末
に
高
齢
者
ク
リ
ス
マ
ス
作
戦
を
実

施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
準
備
の
際
、

「
今
年
で
25
回
目
か
な
」
と
お
聞
き
し
ま

し
た
。
交
通
安
全
、
地
域
安
全
と
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
、
ご
支
援
・
ご
協
力
い
た
だ
い

て
い
る
皆
様
に
紙
面
を
お
借
り
し
て
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　「
つ
な
が
り
を
た
や
さ
ず
支
え
あ
う
社

会
づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
令

和
５
年
10
月
１
日
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る

「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
」
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　集
ま
っ
た
募
金
は
、
奈
良
県
共
同
募
金

会
を
通
し
て
、
地
域
福
祉
の
向
上
を
目
的

と
し
て
、
地
域
の
共
同
募
金
委
員
会
に
分

配
さ
れ
ま
す
。

　下
北
山
村
共
同
募
金
委
員
会
で
は
、
村

内
の
生
活
困
窮
世
帯
へ
の
慰
問
金
や
、
高

齢
者
交
流
活
動
、
環
境
美
化
推
進
事
業
、

防
犯
啓
発
活
動
等
へ
の
助
成
金
と
し
て
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
５
年
度
「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
額
」

・
総

件

数
…
３
５
１
件

・
募
金
総
額
…
１
２
４
，
６
５
４
円

（
一
般
戸
別
）

募
金
件
数
…
３
４
９
件

募

金

額
…
１
２
２
，
２
６
４
円

（
小
中
学
校
）

募
金
件
数
…
２
件

募

金

額
…
２
，
３
９
０
円

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

下
北
山
村
共
同
募
金
委
員
会

令
和
５
年
度

「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
」に
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

奈良県下における特殊詐欺認知状況

（令和5年10月末現在）

被害件数　185件（前年同期比＋27件）

被 害 額　約５億630万円

被害防止キーワード

　「電話口　お金の話　それは詐欺」

県内では、11月末から12月に入り交通

死亡事故が連続して発生

（令和５年中　計25件）

特徴

〇事故類型別（25件中）

　人×車両10件（うち横断中7件）

〇年 齢 層 別（死者25人中）

　高齢者18人（構成率72.0％）

〇状 態 別（死者25人中）
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し
ょ
う

か
き
ぞ

が
つ

せ
ん

へ
いせつ

くだ
れみ

ら
い

み

つ
くな

に

こ
う
ど
う

だ
れ

と
し

か
ん
が

ら
い

く
る

か
い わ そ

う

　ご自身やご家族のために、相続や資産継承に備えた準

備を「どうすればよいのか、どこに相談すればよいのか

分からない」というお声が少なくありません。

　南都銀行では村民の皆さまへのサービスの一環とし

て、無料でお悩みのご相談をお受けします。

　次のような不安や悩みをお持ちの方は、ぜひお気軽に

ご相談ください。

・何から始めていいかわからない

・資産をスムーズに引き継いでもらいたい

・老後の生活に不安を抱えている

・家族に負担を掛けたくない

・相続でもめるのを防ぎたい　など

　お取引の有無に関わらず、どなたでもご利用いただけ

ます。

　無料相談をご希望の方は、WEBまたはお電話にてご

予約をお願いいたします。

〈老後を安心してお過ごしいただくために〉

相続、資産承継などのご相談をお受けします

相談無料

南都銀行　川上支店・北山支店（共同店舗）

☎0746－52－0211（平日9時～17時）

WEB予約はこちらから

毎
年
１
月
10
日
は
「
１
１
０
番
の
日
」

　「
１
１
０
番
」
は
、
事
件
事
故
な
ど
が

現
に
発
生
し
、
巻
き
込
ま
れ
た
・
目
撃
し

た
・
泥
棒
の
被
害
に
あ
っ
た
時
な
ど
の
非

常
時
に
お
け
る
緊
急
通
報
で
す
。

　問
合
せ
・
困
り
ご
と
相
談
・
遺
失
・
捨

得
物
は
各
警
察
署
に
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

・
池
原
駐
在
所

　☎
５
―
２
０
０
３

・
寺
垣
内
駐
在
所

　☎
６
―
０
０
３
１

・
吉
野
警
察
署

　☎
０
７
４
７
―
５
３
―
０
１
１
０

・
ナ
ポ
君
相
談
コ
ー
ナ
ー

　♯
９
１
１
０

路
面
凍
結
に
ご
注
意
を
！

　こ
の
時
期
、
降
雪
や
凍
結
に
よ
り
道
路

が
滑
り
や
す
く
な
っ
て
、
交
通
事
故
が
多

駐在さん通信駐在さん通信

発
し
ま
す
。
天
候
は
急
変
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
の
準
備

や
、
冬
用
タ
イ
ヤ
の
装
着
を
お
願
い
し
ま

す
。

高
齢
者
ク
リ
ス
マ
ス
作
戦
を
実
施

　下
北
山
村
駐
在
所
連
絡
協
議
会
と
交
通

安
全
協
会
下
北
山
分
会
の
各
会
員
が
共
同

し
て
、
村
内
の
80
歳
以
上
の
お
じ
い
ち
ゃ

ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
庭
を
訪
問
し
、

交
通
事
故
や
振
込
め
詐
欺
の
被
害
防
止
に

つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
な
が
ら
ク
リ
ス

マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
配
布
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

駐
在
所
の
ひ
と
り
言

　あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。　年

末
に
高
齢
者
ク
リ
ス
マ
ス
作
戦
を
実

施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
準
備
の
際
、

「
今
年
で
25
回
目
か
な
」
と
お
聞
き
し
ま

し
た
。
交
通
安
全
、
地
域
安
全
と
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
、
ご
支
援
・
ご
協
力
い
た
だ
い

て
い
る
皆
様
に
紙
面
を
お
借
り
し
て
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　「
つ
な
が
り
を
た
や
さ
ず
支
え
あ
う
社

会
づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
令

和
５
年
10
月
１
日
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る

「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
」
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　集
ま
っ
た
募
金
は
、
奈
良
県
共
同
募
金

会
を
通
し
て
、
地
域
福
祉
の
向
上
を
目
的

と
し
て
、
地
域
の
共
同
募
金
委
員
会
に
分

配
さ
れ
ま
す
。

　下
北
山
村
共
同
募
金
委
員
会
で
は
、
村

内
の
生
活
困
窮
世
帯
へ
の
慰
問
金
や
、
高

齢
者
交
流
活
動
、
環
境
美
化
推
進
事
業
、

防
犯
啓
発
活
動
等
へ
の
助
成
金
と
し
て
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
５
年
度
「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
額
」

・
総

件

数
…
３
５
１
件

・
募
金
総
額
…
１
２
４
，
６
５
４
円

（
一
般
戸
別
）

募
金
件
数
…
３
４
９
件

募

金

額
…
１
２
２
，
２
６
４
円

（
小
中
学
校
）

募
金
件
数
…
２
件

募

金

額
…
２
，
３
９
０
円

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

下
北
山
村
共
同
募
金
委
員
会

令
和
５
年
度

「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
」に
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

奈良県下における特殊詐欺認知状況

（令和5年10月末現在）

被害件数　185件（前年同期比＋27件）

被 害 額　約５億630万円

被害防止キーワード

　「電話口　お金の話　それは詐欺」

県内では、11月末から12月に入り交通

死亡事故が連続して発生

（令和５年中　計25件）

特徴

〇事故類型別（25件中）

　人×車両10件（うち横断中7件）

〇年 齢 層 別（死者25人中）

　高齢者18人（構成率72.0％）

〇状 態 別（死者25人中）
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下北山村トレイルランニング
総集編動画（YouTube）

赤ちゃん誕生祝い金を交付しました
きなりの郷とは…純粋、素朴、まざりけのないと言った意味で、「本物の暮らしのある村」という願いを込めた言葉です。

広報 令和６年 （2024） 月号　No.7991

トレイルランナーズカップ下北山村2023開催!!
　11月26日（日）、池の平公園にてトレイルランナーズカップ下北山村2023が開催されました。今年で２回目となった本
大会ですが、当日は79名の参加者が集まりました。
　トレイルランニングとは、舗装された道路ではなく、林業や登山道などの自然の中を走るアウトドアスポーツのことです。
下北山村では神秘的な明神池の周りを巡りながら山を越える3kmと10kmコースが準備されました。吉野熊野国立公園内
の自然豊かな山 で々、思い切り体を動かす爽快感を感じていただけたのではないかと思います。
　3歳から70歳代と幅広い年齢層方 に々ご参加いただき、「自然の中はやっぱりリフレッシュできていいですね。気持ちよかっ
たです！」「初めて参加しましたが思ったよりきつかったです！でも面白かった！」というお声もいただけました。
　レースの合間には、プロのトレイルランニング選手による子どもたちへの「走り方教室」も実施し、子どもたちは走り方の
基本を学んでいました。
そしてレース後の表彰式では上位の選手にトレイルランニングのグッズと、村の特産品をプレゼントしました。参加された方々
には本大会をきっかけにさらに村の魅力を感じていただけたかと思います。
　また、当日は早朝から会場設営や受付準備、コース誘導など終始大会を支えていただきましたボランティアの皆様及び
関係者の皆様のおかげで無事に大会を終えることができました。ご協力ありがとうございました。

広報誌に掲載しきれない写真や情報などをインターネットで発信していますので、ぜひご覧ください！

村の情報を発信しています

▲村の暮らしを届ける
ウェブサイト「きなりと」

▲LINE ▲YouTube ▲Facebook ▲Instagram

人の動き

http://www.vill.shimokitayama.nara.jp/

発　行 下北山村役場
奈良県吉野郡下北山村大字寺垣内983番地

㈹07468－6－0001

〒639-3803

令和５年11月30日現在

転入　３人
出生　０人
転出　１人
死亡　１人

人　口
男
女
世帯数

809人
375人
434人
518戸

先月比
1）
2）
3）
0）

（＋
（－
（＋
（±

赤ちゃんの誕生を祝福し、あわせて健やかな成長を願い

「赤ちゃん誕生祝い金」が交付されました。

「いつもニコニコご機嫌さん♪

　お兄ちゃんと一緒に元気に楽しく過ごせますよーに☆」

仲　旺祐 くん（父・怜里さん　母・奈央子さん）
（令和５年６月９日生まれ）

すけおう
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